嘉応相撲節・待宵小侍従 ―延慶本平家物語の古態性の検証・続― by 今井 正之助
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
侍
従
―
延
慶
本
平
家
物
語
の
古
態
性
の
検
証
・
続
―
今
井
正
　
之
　
助
一
　
先
に
、
高
倉
院
厳
島
御
幸
の
い
き
さ
つ
を
記
し
た
部
分
を
と
り
あ
げ
、
四
部
本
の
本
文
に
疑
問
が
あ
り
、
延
慶
本
の
形
を
そ
の
先
行
本
文
と
し
て
想
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
小
稿
で
扱
う
の
も
同
様
の
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
一
挙
に
、
延
慶
本
が
四
部
本
よ
り
原
野
に
近
い
と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
小
稿
が
延
慶
本
に
注
目
す
る
の
は
、
仮
に
四
部
本
の
あ
り
方
に
原
態
の
悌
を
み
る
に
し
て
も
、
い
ま
あ
る
四
部
本
の
本
文
は
何
ら
か
の
先
行
本
文
の
想
定
を
要
請
し
て
お
り
、
現
状
で
は
そ
れ
は
延
慶
本
（
長
門
本
が
こ
れ
に
準
ず
る
）
の
中
に
最
も
よ
く
窺
い
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
ま
だ
重
態
論
の
瀬
踏
み
に
と
ど
ま
る
。
二
　
平
家
物
語
三
三
に
「
金
渡
」
と
い
う
章
段
が
あ
る
。
重
盛
逝
去
の
付
属
説
話
の
一
つ
で
、
彼
が
生
前
、
唐
の
伊
王
山
に
黄
金
を
つ
か
わ
し
、
後
生
供
養
を
頼
み
お
い
た
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
四
部
本
は
こ
の
説
話
の
末
尾
、
延
慶
　
　
　
　
　
　
　
本
で
い
え
ば
　
　
彼
寺
ノ
過
去
帳
二
書
入
、
今
二
至
マ
デ
大
日
本
国
武
州
天
守
平
重
盛
神
　
　
座
ト
毎
日
ニ
ヨ
マ
レ
給
ナ
ル
コ
ソ
ユ
・
シ
ケ
レ
。
信
実
ノ
賢
臣
ニ
テ
オ
　
　
ハ
シ
ツ
ル
人
ノ
末
代
二
相
応
セ
デ
ト
ク
失
給
ヌ
ル
事
コ
ソ
悲
シ
ケ
レ
。
と
あ
る
図
の
部
分
に
、
以
下
の
記
事
を
も
つ
。
　
　
凡
そ
此
の
大
臣
は
嘉
応
の
相
撲
節
に
大
将
に
て
御
せ
し
が
、
右
の
楽
屋
　
　
に
事
を
行
は
れ
し
時
、
人
々
の
申
け
る
は
、
果
報
こ
そ
臨
く
て
近
衛
の
　
　
大
将
に
至
ら
せ
た
ま
は
め
、
容
儀
さ
へ
人
に
勝
る
べ
し
や
と
讃
め
申
け
　
　
る
と
か
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
今
、
問
題
に
し
た
い
の
は
傍
線
部
で
あ
る
。
水
原
一
点
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
撲
節
は
嘉
応
年
間
（
1
6
～
1
7
）
に
は
な
く
、
重
盛
が
右
大
将
と
な
っ
た
承
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
安
四
年
1
7
七
月
下
旬
に
、
保
元
三
年
以
来
実
に
十
七
年
ぶ
り
に
復
活
、
し
か
　
　
　
ユ
も
こ
れ
を
最
後
に
廃
絶
に
至
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
嘉
応
の
相
撲
節
」
な
の
か
。
　
延
慶
本
・
長
門
本
・
盛
衰
記
・
闘
諄
録
の
四
本
に
の
み
同
種
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
巻
一
に
記
さ
れ
て
い
る
。
関
連
記
事
の
要
目
を
示
す
。〈
延
慶
本
・
長
門
本
〉
嘉
応
三
（
元
一
長
門
本
）
年
正
月
三
日
主
上
御
元
服
、
十
三
日
朝
観
行
幸
、
三
月
徳
子
入
内
・
女
御
・
后
立
、
七
月
相
撲
温
く
盛
衰
記
V
嘉
応
三
年
正
月
三
日
主
上
御
元
服
、
十
三
日
朝
野
行
事
、
　
「
今
年
四
月
二
十
一
日
改
元
あ
り
、
承
安
元
年
と
云
ふ
」
、
三
月
徳
子
入
内
．
后
立
、
七
月
相
撲
節
〈
闘
鼠
害
〉
嘉
応
三
年
正
月
一
日
内
裏
節
会
、
二
日
昏
酔
、
三
日
御
門
御
元
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
侍
従
（
今
井
）
長
崎
大
三
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
　
　
　
　
（
マ
マ
）
服
、
四
日
加
表
、
七
日
院
御
所
に
怪
異
あ
り
、
十
二
日
一
呑
行
幸
、
　
「
同
四
月
改
元
有
り
、
承
安
元
年
と
号
す
」
、
同
七
月
相
撲
節
、
承
安
元
年
鞠
十
二
月
十
四
日
徳
子
入
内
・
后
立
、
同
廿
六
日
女
御
と
な
る
。
　
い
ず
れ
も
七
月
に
相
撲
節
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
が
「
嘉
応
の
相
撲
節
」
と
い
え
る
の
は
、
延
慶
本
・
長
門
本
の
み
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
盛
衰
記
・
三
唱
録
は
先
立
つ
四
月
の
改
元
を
明
記
し
て
い
る
。
し
か
も
、
盛
衰
記
の
場
合
改
元
記
事
の
位
置
が
不
自
然
で
、
本
来
の
形
は
延
慶
本
・
長
門
本
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
せ
る
。
闘
魂
録
に
も
そ
の
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
（
後
述
）
。
　
延
慶
本
・
長
門
本
と
四
部
本
の
関
係
の
深
さ
は
、
問
題
の
相
撲
節
の
記
事
そ
の
も
の
か
ら
も
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰
〈
延
慶
本
〉
（
長
門
本
の
異
同
を
右
に
付
す
）
七
月
ニ
ハ
相
撲
節
ア
リ
。
重
　
　
　
宿
運
お
は
し
け
れ
ば
、
右
の
あ
く
や
に
事
を
行
ひ
給
ふ
を
、
人
見
て
申
け
る
は
、
果
ほ
う
こ
そ
め
で
た
く
　
　
盛
右
二
連
ヲ
ハ
シ
ケ
レ
バ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
衛
　
　
　
　
　
成
ん
　
　
　
進
退
　
　
　
ふ
へ
し
や
　
　
大
将
二
至
ラ
ム
カ
ラ
ニ
容
儀
身
体
サ
へ
人
二
勝
給
ヘ
ル
ハ
ト
申
ア
ヒ
ケ
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
ル
ト
カ
ヤ
。
加
様
二
讃
奉
テ
セ
メ
テ
ノ
事
ニ
ヤ
、
末
代
二
相
応
セ
デ
御
　
　
　
　
　
　
お
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
コ
　
　
命
や
短
ク
御
坐
セ
ム
ズ
ラ
ン
ト
申
ア
ヒ
ケ
ル
コ
ソ
ィ
マ
ハ
シ
ケ
レ
。
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
は
　
　
　
　
　
　
も
　
　
子
達
大
夫
侍
従
羽
林
ナ
ト
云
テ
余
タ
御
坐
シ
ケ
ル
ニ
、
皆
優
生
ヤ
サ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は
し
あ
ひ
　
　
ク
花
ヤ
カ
ナ
ル
人
ニ
テ
御
坐
ケ
ル
上
、
大
将
ハ
心
バ
ヘ
ヨ
キ
人
ニ
テ
、
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
せ
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
コ
　
　
子
息
適
当
モ
詩
歌
管
絃
ヲ
習
ヒ
事
ニ
フ
レ
・
由
ア
ル
事
ヲ
ゾ
勧
メ
教
ラ
　
　
レ
ケ
ル
〈
盛
衰
記
V
七
月
に
は
相
撲
の
節
な
ん
ど
聞
え
き
、
小
松
大
将
、
折
節
花
や
　
　
か
に
最
目
出
た
く
お
は
し
ま
し
け
る
、
然
る
可
き
宿
報
に
て
、
官
位
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
メ
カ
タ
チ
　
　
そ
思
ふ
さ
ま
な
り
と
も
容
貌
は
心
に
叶
ふ
べ
き
に
あ
ら
ね
共
、
何
事
　
　
も
間
け
た
る
事
な
し
、
争
で
か
く
は
御
坐
す
や
ら
ん
と
、
人
々
褒
め
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
チ
　
　
さ
れ
け
り
、
子
息
の
少
将
よ
り
始
め
て
弟
の
公
達
に
至
る
ま
で
、
無
人
三
二
　
　
に
勝
れ
給
へ
り
、
大
将
情
深
き
人
に
て
、
詩
歌
、
管
絃
、
神
楽
の
歌
、
　
　
笛
な
ん
ど
を
も
勧
め
教
へ
給
ひ
た
り
け
れ
ば
、
公
達
ま
で
も
有
難
き
例
　
　
し
と
申
し
合
へ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
や
か
〈
闘
些
些
〉
同
七
月
相
撲
の
節
有
る
べ
き
由
聞
ゆ
。
小
松
内
府
は
声
花
に
て
　
　
屋
形
に
着
か
れ
た
る
有
様
、
辺
り
を
払
ひ
て
ぞ
見
へ
し
。
宿
報
限
り
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
め
　
　
れ
ば
、
官
位
は
思
ふ
様
な
り
と
錐
も
顔
形
は
心
に
叶
ふ
べ
き
に
あ
ら
ね
　
　
ど
も
、
平
家
の
人
々
は
何
れ
も
容
顔
勝
れ
た
り
。
中
に
も
此
の
重
盛
の
　
　
卿
の
殊
に
顔
事
柄
優
に
御
す
目
出
た
さ
よ
と
そ
申
し
け
る
。
子
供
達
に
　
　
は
神
楽
・
催
馬
楽
歌
・
管
絃
・
舞
伎
を
翫
ば
し
め
、
情
有
る
事
を
ば
勧
　
　
め
ら
れ
け
る
。
四
部
本
と
延
慶
本
・
長
門
本
は
、
相
撲
節
を
重
盛
の
近
衛
大
将
昇
進
と
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
、
重
盛
の
並
外
れ
た
美
質
が
末
世
に
あ
っ
て
は
却
っ
て
そ
の
短
命
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
の
二
点
に
お
い
て
他
と
区
別
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
長
門
本
の
詞
章
と
四
部
本
の
近
さ
が
目
立
つ
。
し
か
し
、
直
ち
に
両
本
を
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
延
慶
本
に
し
て
も
同
様
で
、
現
存
本
は
四
部
本
と
直
接
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
嘉
応
三
年
の
高
倉
帝
元
服
・
徳
子
入
内
に
相
撲
節
を
連
接
す
る
他
本
と
違
っ
て
、
巻
三
に
お
い
て
重
盛
の
盛
時
を
偲
ん
で
相
撲
節
を
と
り
あ
げ
る
四
部
本
に
と
っ
て
、
　
「
嘉
応
」
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
史
実
通
り
の
「
承
安
（
四
年
）
の
相
撲
節
」
で
あ
っ
て
一
向
に
差
支
え
な
い
は
ず
だ
。
さ
れ
ば
、
延
慶
本
・
長
門
本
の
「
嘉
応
三
（
元
）
年
…
、
七
月
ニ
ハ
相
撲
節
ア
リ
」
と
い
う
あ
り
方
の
影
響
を
想
定
す
る
他
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
巻
一
の
相
撲
節
前
後
の
記
事
構
成
を
以
下
に
示
す
。
盛
衰
記
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
も
あ
り
略
し
た
。
同
本
に
は
先
述
の
承
安
改
元
記
事
の
位
置
に
疑
問
が
あ
る
他
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
左
表
①
の
日
付
を
盛
衰
記
の
み
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
実
通
り
七
月
三
日
と
す
る
が
、
既
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
虚
構
を
解
さ
な
い
改
悪
で
あ
る
。
長
門
本
は
延
慶
本
と
ほ
ぼ
同
一
。
但
し
、
⑩
嘉
応
三
年
を
元
年
に
、
⑭
正
月
廿
四
日
を
十
四
日
に
す
る
他
（
こ
れ
ら
は
長
門
本
の
誤
写
で
あ
ろ
う
）
、
⑨
の
冒
頭
に
、
基
房
遭
難
事
件
が
師
長
の
辞
意
を
強
め
た
と
す
る
独
得
の
解
釈
を
示
す
。
本
節
で
は
以
下
延
慶
本
に
代
表
さ
せ
る
。
延
　
慶
　
本
長
　
門
　
本
①
基
房
の
随
身
、
資
盛
の
非
礼
を
罰
す
る
。
②
主
上
元
服
予
定
日
、
基
房
報
復
を
画
く
。
③
基
房
、
法
皇
に
訴
う
。
④
主
上
御
元
服
の
定
⑤
同
房
兼
宣
旨
を
蒙
る
。
⑥
基
房
任
太
政
大
臣
⑦
回
廊
拝
賀
⑧
徳
子
后
立
の
定
⑨
師
長
左
大
将
を
辞
す
。
成
親
後
任
を
望
む
　
も
神
慮
に
適
わ
ず
。
嘉
応
ニ
ー
0
・
1
6
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4
　
　
　
同
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一
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［
⑩
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元
服
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朝
期
行
幸
⑫
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内
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⑬
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⑭
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右
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叙
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4
治
承
元
1
・
2
4
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
侍
従
（
今
井
）
三
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
右
の
②
④
⑤
⑥
⑦
は
全
て
、
主
上
元
服
の
儀
に
関
わ
り
を
も
つ
。
た
と
え
ば
⑥
は
「
十
四
日
に
太
政
大
臣
に
成
ら
せ
た
ま
ふ
。
是
は
明
年
の
御
元
服
加
冠
の
料
な
り
」
　
（
四
部
本
）
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
部
本
は
肝
腎
の
御
元
服
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
⑩
の
記
事
を
も
た
な
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
も
、
四
部
本
の
み
が
巻
三
に
「
嘉
応
の
相
撲
節
」
　
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。　
一
方
、
延
慶
本
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
　
　
⑧
太
政
入
道
第
ニ
ノ
駅
留
立
ノ
御
定
ア
リ
。
今
年
十
五
ニ
ゾ
受
給
ケ
　
　
ル
。
虻
田
門
院
ノ
猶
子
也
。
⑦
基
層
拝
賀
に
連
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
同
日
（
嘉
応
ニ
ー
2
・
1
7
）
の
こ
と
か
に
見
え
る
が
、
徳
子
夕
立
定
は
史
実
で
は
承
安
二
2
・
3
。
承
安
元
（
嘉
応
三
）
1
2
・
2
の
入
内
定
と
混
同
し
、
こ
の
入
内
定
を
嘉
応
二
年
に
繰
り
下
げ
て
　
　
⑫
三
月
ニ
ハ
入
道
相
国
ノ
第
二
御
娘
女
御
二
参
給
テ
中
宮
ノ
徳
子
ト
ゾ
　
　
申
ケ
ル
。
法
皇
御
猶
子
ノ
儀
也
。
と
あ
る
記
事
に
繋
ご
う
と
し
た
か
。
し
か
し
、
⑧
が
徳
子
を
建
春
門
院
の
猶
子
と
す
る
の
が
気
に
な
る
。
　
『
玉
葉
』
な
ど
の
記
録
類
は
「
法
皇
御
養
子
」
と
し
て
入
内
定
・
入
内
を
遂
げ
た
と
述
べ
る
。
⑫
は
そ
の
点
は
よ
い
も
の
の
、
や
は
り
史
実
と
の
乖
離
が
あ
る
。
史
実
で
は
徳
子
の
入
内
は
承
安
元
1
2
・
1
4
、
女
御
と
な
る
の
が
同
1
2
・
2
6
、
翌
承
安
二
2
・
1
0
に
中
宮
と
な
っ
て
い
る
。
延
慶
本
は
こ
れ
ら
を
一
つ
に
圧
縮
し
、
　
（
嘉
応
三
1
1
承
安
元
）
三
月
の
こ
と
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
延
慶
本
の
後
出
を
言
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
記
事
自
体
が
集
約
的
で
あ
る
以
上
、
　
「
三
月
」
を
、
入
内
の
十
二
月
と
い
う
日
付
を
誤
ま
っ
た
も
の
と
は
簡
単
に
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
　
闘
諄
録
は
⑩
主
上
御
元
服
記
事
も
有
し
、
こ
の
前
後
記
録
性
を
重
ん
じ
て
三
四
い
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
　
　
ノ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
⑫
承
安
元
年
判
十
二
月
十
四
日
、
太
政
入
道
の
第
二
の
娘
入
内
有
り
し
　
　
か
ば
、
十
五
に
て
中
宮
の
徳
子
と
そ
聞
え
給
ひ
し
。
　
　
　
　
　
⑫
同
廿
六
日
女
御
に
為
り
給
ふ
。
こ
の
〈
入
内
↓
申
宮
↓
女
御
〉
と
の
記
述
は
、
な
ま
じ
正
確
な
日
付
を
有
す
る
だ
け
に
却
っ
て
奇
妙
で
あ
ろ
う
。
闘
諄
録
は
、
⑥
承
安
改
元
の
事
実
を
も
記
し
留
め
る
が
、
そ
も
そ
も
⑬
「
同
（
承
安
元
年
）
七
月
」
の
相
撲
節
が
既
述
の
よ
う
に
史
実
と
は
大
き
く
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
小
松
内
府
　
は
な
や
か
は
声
花
に
て
屋
形
に
着
か
れ
た
る
有
様
…
」
と
の
記
述
が
端
的
に
、
肝
腎
な
と
こ
ろ
で
の
史
実
へ
の
無
理
解
を
示
し
て
い
る
。
重
盛
が
内
大
臣
に
な
っ
た
の
は
六
年
後
の
安
元
三
年
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
延
慶
本
・
四
部
本
が
記
す
よ
う
に
、
相
撲
節
を
中
心
と
な
っ
て
と
り
行
う
近
衛
大
将
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
立
居
振
舞
は
一
際
「
辺
り
を
払
ひ
て
ぞ
見
え
」
た
の
で
あ
る
か
ら
。
　
結
局
、
延
慶
本
は
、
⑧
后
立
定
に
疑
問
を
残
す
が
⑩
御
元
服
か
ら
⑬
相
撲
節
ま
で
の
記
事
に
つ
い
て
は
総
体
と
し
て
古
態
を
保
つ
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
。
し
か
し
な
お
、
延
慶
本
の
あ
り
方
を
直
ち
に
重
態
に
結
び
つ
け
る
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
っ
て
た
め
ら
わ
れ
る
。
四
　
先
手
表
の
一
部
を
再
度
示
す
。
問
題
は
⑨
で
あ
る
。
内
容
上
、
⑨
は
⑭
と
密
接
な
関
連
を
も
ち
、
⑩
か
ら
⑬
の
記
事
を
介
在
さ
せ
る
延
慶
本
の
構
成
は
不
自
然
で
あ
る
。
水
原
一
氏
は
、
こ
の
延
慶
本
の
構
成
を
「
二
重
手
間
」
と
称
し
、
四
部
本
の
よ
う
な
構
成
を
「
展
開
の
順
序
は
妥
当
」
と
評
し
な
が
ら
延
慶
本
　
・
　
長
門
本
四
　
　
部
　
　
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嘉
応
二
・
1
2
）
⑦
基
房
拝
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
・
1
7
⑧
徳
子
后
立
の
定
⑨
師
長
左
大
将
を
辞
す
。
成
親
後
任
　
一
其
時
「
　
を
望
む
も
神
慮
に
適
わ
ず
。
⑩
主
上
御
元
服
⑪
朝
観
行
幸
⑫
徳
子
入
内
・
女
御
・
后
立
⑬
相
撲
節
嘉
応
三
1
・
3
　
　
　
　
1
3
3
月
㎝
7
月
四
⑭
除
目
。
重
盛
・
宗
盛
左
右
　
の
大
将
に
叙
任
治
承
元
1
・
2
4
⑦ナ
シ
17
ナ
シ
ナ
シ
ナ
シ
エ⑫
入
内
　
承
安
元
1
2
・
1
4
　⑫
女
御
　
　
　
　
同
　
2
8
⑨⑭
一
発
比
「
治
承
元
1
・
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
な
お
、
延
慶
本
的
構
成
を
四
部
本
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
四
部
本
の
叙
述
の
不
備
が
あ
る
の
だ
が
、
よ
り
根
本
的
に
は
「
も
と
一
続
き
の
記
録
の
採
入
れ
作
業
の
初
期
的
段
階
に
関
す
る
方
法
と
不
手
際
が
、
特
に
延
慶
本
に
跡
を
と
ど
め
て
い
る
」
と
い
う
、
氏
の
延
慶
本
の
位
置
づ
け
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。
　
「
不
手
際
」
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
⑨
師
長
大
将
辞
任
の
期
日
を
「
其
時
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
で
あ
る
。
氏
の
論
を
私
に
要
約
し
て
示
す
。
　
ω
　
延
慶
本
は
師
長
の
大
将
辞
任
の
期
日
を
嘉
応
二
年
珊
の
記
事
に
続
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
7
　
　
て
「
其
時
」
と
す
る
。
し
か
し
、
正
し
く
は
辞
任
は
治
承
元
年
1
7
の
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
と
。
四
部
本
は
承
安
元
年
1
7
の
記
事
に
続
け
て
「
其
比
」
と
す
る
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
延
慶
本
の
誤
り
を
数
箇
月
短
縮
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
　
②
　
こ
れ
は
部
分
資
料
を
そ
の
ま
ま
採
入
れ
た
結
果
生
じ
た
編
纂
的
過
失
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
安
元
二
年
1
7
の
建
春
門
院
崩
御
・
六
条
院
崩
御
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
「
其
時
（
比
）
」
の
先
行
記
事
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
其
時
（
比
）
」
と
は
直
前
の
記
事
の
日
次
を
受
け
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
内
容
上
、
後
続
の
除
目
の
治
承
元
年
正
月
廿
四
日
に
近
接
し
た
時
点
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
②
の
推
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
も
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
が
、
こ
こ
で
疑
問
に
思
う
の
は
、
そ
れ
が
「
も
と
一
続
き
の
記
録
の
採
入
れ
作
業
の
初
期
的
段
階
に
関
す
る
方
法
と
不
手
際
」
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
『
玉
葉
』
に
よ
れ
ば
師
長
の
大
将
辞
任
は
治
承
元
年
正
月
廿
四
日
夜
の
事
、
翌
廿
五
日
に
重
盛
・
宗
盛
が
左
右
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
で
は
と
て
も
平
家
物
語
に
い
う
、
実
定
、
兼
雅
、
師
家
、
成
親
ら
の
大
将
争
い
、
就
中
、
異
常
な
執
念
を
み
せ
た
成
親
の
様
々
な
画
策
は
そ
の
暇
が
な
い
。
早
く
か
ら
師
長
辞
任
の
噂
が
立
ち
、
成
親
ら
が
後
任
の
運
動
を
繰
り
広
げ
た
と
で
も
い
う
の
な
ら
と
も
か
く
（
そ
れ
が
史
実
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
が
）
、
物
語
が
師
長
の
辞
任
後
、
後
任
除
目
ま
で
の
期
間
に
成
親
が
様
々
な
祈
願
を
行
っ
た
と
の
構
想
を
と
る
以
上
、
師
長
の
辞
任
を
除
目
に
先
立
つ
或
時
点
に
設
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
「
其
時
」
　
「
其
比
」
　
（
特
に
後
者
）
と
は
、
そ
う
し
た
虚
構
の
要
請
に
立
っ
て
、
特
定
の
時
点
の
明
示
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
「
其
時
（
比
）
」
に
そ
う
し
た
意
図
が
な
か
っ
た
と
し
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
侍
従
（
今
井
）
三
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
て
も
、
こ
の
記
事
が
虚
構
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
自
体
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
先
行
記
事
を
想
定
す
る
と
し
て
、
そ
れ
は
「
も
と
一
続
き
の
記
録
」
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
水
原
氏
は
建
春
門
院
・
六
条
院
崩
御
を
先
行
記
事
と
し
て
挙
げ
る
が
、
当
否
は
別
と
し
て
、
そ
れ
は
大
将
争
い
の
記
事
と
と
も
に
　
「
年
代
記
的
資
料
」
を
構
成
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
既
に
平
家
物
語
の
一
環
と
し
て
あ
っ
た
は
ず
だ
。
す
な
わ
ち
、
　
「
其
時
（
比
）
」
の
提
起
す
る
事
象
は
、
現
存
平
家
物
語
諸
本
に
遡
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
初
期
的
編
集
作
業
」
の
痕
跡
で
は
あ
っ
て
も
、
物
語
の
成
立
の
仕
方
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
延
慶
本
の
あ
り
方
も
ま
た
物
語
当
初
の
姿
を
そ
の
ま
ま
留
め
て
い
る
わ
け
で
な
い
な
ら
ば
、
本
節
の
は
じ
め
に
述
べ
た
延
慶
本
の
構
成
の
不
自
然
さ
を
無
理
に
合
理
化
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
　
「
展
開
の
順
序
は
妥
当
」
で
あ
る
四
部
本
な
ど
の
構
成
が
、
原
態
に
近
い
も
の
を
残
し
て
い
る
可
能
性
も
充
分
あ
る
だ
ろ
う
。
　
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
四
部
本
の
本
文
は
延
慶
本
的
本
文
を
前
提
に
し
な
い
と
説
明
の
つ
か
な
い
箇
所
が
あ
る
。
　
「
嘉
応
の
相
撲
節
」
が
そ
う
だ
っ
た
し
、
次
節
で
述
べ
よ
う
と
す
る
待
宵
小
侍
従
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
延
慶
本
の
あ
り
方
が
そ
の
ま
ま
戸
前
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
を
延
慶
本
に
も
四
部
本
に
も
そ
れ
ぞ
れ
古
態
、
反
古
態
が
あ
る
と
い
う
次
元
で
処
理
し
よ
う
と
言
う
の
で
は
な
い
。
本
節
で
見
て
き
た
箇
所
に
つ
い
て
い
え
ば
、
延
慶
本
の
⑩
か
ら
⑬
の
記
事
群
の
位
置
の
も
つ
問
題
は
、
そ
の
記
事
自
体
の
古
態
性
と
併
せ
み
る
と
き
、
延
慶
本
を
主
軸
と
す
る
原
態
潮
源
に
疑
問
を
な
げ
か
け
る
も
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
一
段
階
前
の
姿
を
解
き
明
か
す
可
能
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。　
な
お
、
こ
の
部
分
、
闘
謬
録
の
あ
り
方
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
闘
謳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
は
、
四
部
本
と
同
じ
く
⑫
（
徳
子
女
御
と
な
る
）
、
⑨
（
師
長
辞
任
）
、
三
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
（
後
任
除
目
）
と
連
続
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
日
付
を
⑫
「
同
（
承
安
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
年
1
7
十
二
月
）
廿
六
日
」
、
⑨
「
其
比
」
、
⑭
「
然
程
」
と
し
て
い
る
。
闘
　
ユ
謬
録
の
「
其
比
」
は
、
続
く
後
任
除
目
の
日
付
が
「
然
程
」
と
ぽ
か
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
層
特
定
が
困
難
で
あ
る
。
虚
構
と
い
う
点
で
は
四
部
本
よ
り
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
問
題
が
広
が
る
の
で
結
論
の
み
示
せ
ば
、
迷
謬
録
が
後
任
除
目
⑭
の
日
付
を
「
然
程
」
と
し
た
の
は
、
「
毒
念
」
と
の
関
係
よ
り
も
、
こ
の
大
将
争
い
を
き
っ
か
け
と
す
る
鹿
谷
事
件
と
い
わ
ゆ
る
白
山
騒
動
と
を
、
両
者
の
時
間
的
重
な
り
を
退
け
て
、
継
起
的
に
描
こ
う
と
す
る
意
図
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
⑭
本
来
の
形
は
や
は
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
治
承
元
年
正
月
廿
四
日
目
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
五
　
新
都
福
原
で
迎
え
た
治
承
四
年
の
秋
、
徳
大
寺
実
定
は
古
京
の
月
を
恋
う
て
大
宮
の
御
所
を
訪
れ
、
待
宵
の
小
侍
従
と
呼
ば
れ
る
女
性
と
転
回
の
物
語
　
　
（
9
）
を
す
る
。
そ
の
「
待
宵
」
の
名
の
由
来
を
四
部
本
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
…
殊
に
侍
従
は
心
有
り
て
色
深
し
と
て
、
高
倉
院
故
三
殿
を
恋
ひ
在
し
　
　
て
供
御
も
つ
や
く
参
ら
ざ
り
け
る
に
、
一
首
仕
れ
と
仰
下
さ
れ
け
れ
　
　
ば
　
　
　
待
宵
の
深
行
鐘
の
声
聞
け
ば
あ
か
ぬ
別
れ
の
鳥
は
物
か
は
　
　
と
読
た
り
け
れ
ば
、
節
物
を
顕
し
て
待
宵
侍
従
と
そ
召
さ
れ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
冨
倉
徳
次
郎
氏
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
　
　
彼
女
の
「
待
宵
」
の
和
歌
を
こ
と
さ
ら
小
督
説
話
に
関
連
せ
し
め
、
高
　
　
倉
院
が
小
督
の
悲
恋
故
に
供
御
も
召
さ
れ
ぬ
の
を
こ
の
和
歌
で
御
慰
め
　
　
し
た
と
し
て
い
る
あ
た
り
、
ま
こ
と
に
荒
削
の
姿
を
見
せ
て
い
て
、
こ
　
　
の
実
定
卿
の
大
宮
訪
問
説
話
の
核
と
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
　
（
傍
点
　
　
今
井
）
氏
は
続
け
て
、
こ
の
四
部
本
の
形
こ
そ
が
古
態
の
”
月
見
”
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
お
そ
ら
く
は
ま
ず
屋
代
本
の
よ
う
な
形
に
成
長
し
、
さ
ら
に
源
氏
物
語
の
宇
治
十
帖
を
引
き
、
そ
の
影
響
の
濃
い
、
実
定
大
宮
の
対
面
の
場
が
、
増
補
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
推
定
し
て
い
る
。
屋
代
本
と
の
関
係
は
い
ま
措
く
と
し
て
、
四
部
本
の
記
述
は
ま
さ
に
「
荒
削
」
で
あ
る
。
水
原
一
芸
に
「
四
部
本
は
小
督
の
話
を
入
手
し
て
お
り
な
が
ら
こ
れ
を
全
く
省
略
し
、
そ
の
痕
跡
を
こ
こ
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
”
待
宵
”
の
い
き
さ
つ
が
眉
唾
物
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
の
見
解
が
あ
る
。
私
も
そ
の
可
能
性
が
強
い
と
思
う
。
が
、
そ
の
こ
と
を
別
に
し
て
も
な
お
、
四
部
本
の
記
述
に
は
疑
問
が
残
る
。
悲
恋
を
歎
い
て
い
る
人
を
慰
め
る
の
に
、
待
恋
の
つ
ら
さ
を
主
題
に
し
た
歌
を
詠
む
も
の
だ
ろ
う
か
。
高
倉
院
も
さ
す
が
風
雅
の
主
、
悲
歎
の
只
中
に
あ
っ
て
も
、
内
容
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
首
の
で
き
ば
え
そ
の
も
の
を
賞
で
る
余
裕
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
を
な
ん
と
か
解
釈
す
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
し
て
も
、
以
下
に
示
す
延
慶
本
の
前
に
、
不
自
然
さ
は
覆
い
が
た
い
。
　
　
カ
ノ
侍
従
ヲ
バ
本
ハ
阿
波
局
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
高
倉
院
ノ
御
子
ノ
時
御
悩
　
　
有
テ
供
御
モ
ツ
や
く
マ
イ
ラ
ザ
リ
ケ
ル
ニ
、
寄
ダ
ニ
モ
読
タ
ラ
バ
供
　
　
御
田
マ
イ
リ
ナ
ム
、
ト
御
ア
ヤ
ニ
ク
ニ
ァ
リ
ケ
レ
バ
ト
リ
ア
ヘ
ズ
　
　
　
君
が
代
ハ
ニ
万
ノ
里
人
数
ソ
ヒ
テ
今
モ
ソ
ナ
フ
ル
ミ
ツ
キ
モ
ノ
哉
　
　
ト
読
テ
其
時
ノ
勧
賞
二
侍
従
二
成
レ
タ
リ
ケ
ル
ト
カ
や
病
で
食
欲
の
な
い
帝
の
心
を
、
　
「
ミ
ツ
キ
モ
ノ
」
を
詠
込
ん
だ
賀
歌
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
ユ
）
て
や
わ
ら
げ
た
と
は
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
一
方
、
　
「
待
宵
」
の
歌
を
延
慶
本
は
　
　
実
や
此
女
徳
白
河
院
ノ
御
宇
待
宵
与
帰
朝
云
掛
ヲ
給
テ
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
侍
従
「
今
井
」
　
　
　
待
宵
ノ
ブ
ケ
行
カ
ネ
ノ
声
キ
ケ
バ
ア
カ
ヌ
別
ノ
鳥
ハ
モ
ノ
カ
ハ
　
　
ト
読
テ
マ
ツ
ヨ
ヒ
ノ
ニ
字
ヲ
賜
テ
待
宵
小
侍
従
ト
ハ
ヨ
バ
レ
シ
ゾ
カ
シ
と
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
春
田
宣
氏
は
、
白
河
院
と
す
る
の
は
時
代
的
に
不
合
理
で
あ
る
し
、
後
白
河
院
の
誤
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
平
家
物
語
の
中
で
御
婆
夏
季
の
「
御
宇
」
と
す
る
の
は
お
か
し
い
、
と
指
摘
し
て
い
（
1
4
）
る
。
た
し
か
に
お
説
の
通
り
で
あ
る
が
、
課
題
と
歌
と
の
間
に
は
不
自
然
さ
は
全
く
な
い
。
現
存
延
慶
本
と
四
部
本
と
を
直
接
結
び
つ
け
る
の
は
猶
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
先
に
述
べ
た
四
部
本
の
記
述
の
不
自
然
さ
は
、
待
宵
小
侍
従
の
名
を
め
ぐ
る
二
つ
の
説
話
（
に
加
え
て
戸
主
説
話
）
を
融
合
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
”
月
見
”
の
章
毅
に
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
論
述
が
あ
る
が
、
四
部
本
あ
る
い
は
屋
代
本
の
簡
素
な
記
事
を
古
態
と
す
る
こ
と
が
多
く
、
延
慶
本
の
あ
り
方
が
古
態
論
の
対
象
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
延
慶
本
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
原
態
に
近
い
も
の
と
認
定
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
四
部
本
、
屋
代
本
と
の
関
係
を
含
め
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
六
　
以
上
、
嘉
応
相
撲
節
、
待
宵
小
侍
従
の
二
つ
を
例
に
、
四
部
本
の
本
文
の
疑
問
点
を
主
と
し
て
論
じ
て
き
た
。
四
部
本
の
問
題
点
の
指
摘
が
、
そ
の
ま
ま
延
慶
本
が
原
態
に
近
い
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
第
四
節
で
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
延
慶
本
を
抜
き
に
平
家
物
語
の
古
態
、
原
態
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
小
稿
は
こ
の
点
を
再
確
認
し
た
。
　
な
お
、
四
部
本
の
抄
出
性
に
つ
い
て
、
山
下
宏
明
氏
は
そ
の
判
定
に
慎
重
三
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
で
あ
り
、
　
「
こ
の
種
の
現
象
を
仮
に
く
抄
出
V
と
見
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
本
文
批
判
上
の
問
題
点
と
し
て
す
ま
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
描
き
方
の
違
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
確
か
に
、
抄
出
と
し
て
先
行
本
文
を
推
定
す
る
だ
け
で
は
こ
と
は
す
ま
な
い
。
前
堂
の
末
尾
に
、
　
「
四
部
本
は
果
し
て
史
実
に
正
確
で
あ
る
こ
と
を
一
義
的
に
め
ざ
し
た
も
の
か
、
　
”
史
実
性
”
な
る
も
の
を
改
め
て
四
部
本
自
体
の
構
想
に
即
し
て
と
ら
え
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
の
も
、
原
頭
論
の
枠
を
は
ず
し
て
四
部
本
の
記
述
を
逐
っ
て
み
よ
う
と
の
考
え
に
よ
る
。
こ
の
作
業
は
本
稿
で
は
充
分
果
せ
な
か
っ
た
。
次
回
を
期
し
た
い
。
注
（
1
）
　
「
『
大
塔
建
立
』
と
『
頼
豪
』
1
延
慶
本
平
家
物
語
の
古
態
性
の
検
証
一
」
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
2
9
　
昭
5
5
・
3
（
2
）
　
長
門
本
は
こ
の
辺
り
記
事
を
欠
く
。
松
尾
葦
江
比
「
長
門
本
平
家
物
語
覚
え
　
　
書
」
　
（
国
文
2
7
　
昭
4
2
・
7
）
の
言
う
よ
う
に
脱
落
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
引
用
本
文
は
以
下
の
通
り
。
延
慶
本
（
古
典
研
究
会
影
印
本
。
句
読
点
、
濁
　
　
点
を
施
し
た
。
）
、
長
門
本
（
国
書
刊
行
会
活
字
本
）
、
盛
衰
記
（
通
俗
日
本
　
　
全
史
活
字
本
）
、
四
部
本
（
汲
古
書
院
影
印
本
。
服
部
幸
造
氏
の
釈
文
一
「
軍
　
　
記
研
究
ノ
ー
ト
」
連
載
中
1
に
倣
っ
て
読
み
下
し
の
形
で
示
し
た
。
）
、
三
十
　
　
録
（
和
泉
書
院
影
印
本
。
早
川
厚
一
・
弓
削
繁
両
氏
の
釈
文
1
「
軍
記
研
究
ノ
　
　
ー
ト
」
連
載
巾
1
に
倣
っ
て
読
み
下
し
の
形
で
示
し
た
。
）
（
3
）
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
　
（
加
藤
中
道
館
　
昭
5
4
・
6
）
8
4
～
8
5
頁
。
（
4
）
　
山
下
宏
明
氏
「
平
家
物
語
評
釈
十
一
」
解
釈
と
鑑
賞
3
4
の
2
　
昭
4
4
・
2
（
5
）
　
水
原
一
氏
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
8
4
頁
に
、
四
部
本
は
「
入
内
の
動
機
づ
　
　
け
と
な
る
べ
き
重
要
史
実
で
あ
る
高
倉
帝
元
服
の
記
事
が
欠
落
す
る
。
し
か
も
　
　
元
服
準
備
と
し
て
の
野
壷
の
記
事
は
い
く
つ
も
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
八
　
　
元
服
を
欠
い
て
の
徳
子
入
内
は
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
う
。
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
（
6
）
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
8
3
～
8
4
頁
。
（
7
）
　
佐
々
木
八
郎
氏
は
、
四
部
本
の
「
其
比
」
に
は
「
鹿
谷
事
件
の
発
端
の
要
因
　
　
と
な
っ
た
師
長
の
左
大
将
辞
任
を
ば
、
一
面
に
お
い
て
は
く
清
盛
女
入
内
V
と
　
　
の
先
後
関
係
の
時
間
的
事
実
を
尊
重
し
な
が
ら
、
他
面
に
お
い
て
は
嘉
応
二
年
　
　
の
く
殿
下
乗
合
〉
の
事
件
に
引
続
い
て
起
こ
っ
た
大
事
件
で
あ
る
事
と
し
た
作
　
　
意
が
み
ら
れ
る
」
と
い
う
（
『
平
家
物
語
の
達
成
』
〈
明
治
書
院
　
昭
4
9
・
4
　
　
＞
㎜
頁
）
。
　
「
三
三
」
の
も
つ
時
間
的
幅
を
積
極
的
に
押
し
伸
ば
せ
ば
こ
う
し
　
　
た
見
解
も
可
能
か
と
思
う
が
、
い
ま
は
水
原
氏
の
論
を
逐
う
。
（
8
）白
山
騒
動
く
院
近
臣
対
山
門
V
師
高
、
宇
河
騒
動
…
…
…
…
：
　
　
　
　
　
　
　
※
1
加
賀
守
叙
任
…
安
元
ニ
ー
1
・
1
9
　
　
　
　
　
　
　
※
2
同
三
8
月
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
㎝
一
三
）
山
門
の
強
訴
に
発
展
・
：
治
承
元
4
・
1
3
座
疎
明
雲
を
配
流
、
大
衆
こ
れ
を
奪
還
…
…
…
…
　
5
。
2
3
鹿
谷
事
件
〈
院
近
臣
対
平
氏
〉
成
親
、
大
将
を
望
む
重
盛
兄
弟
、
大
将
叙
任
…
治
承
元
1
・
2
4
成
親
、
平
氏
打
倒
を
企
つ
行
綱
、
成
親
謀
叛
を
密
告
清
盛
、
成
親
・
西
光
ら
を
逮
捕
：
…
…
…
…
…
…
…
5
・
2
9
ハ
0
　
●
　
－
↓
日
付
は
延
慶
本
に
よ
る
が
、
※
1
2
は
以
下
の
事
件
展
開
か
ら
、
当
然
「
元
年
」
「
二
年
」
と
あ
る
べ
き
。
※
－
に
つ
い
て
、
房
野
水
絵
氏
「
延
慶
本
平
家
物
語
古
態
性
の
一
証
左
－
延
慶
本
平
家
物
語
巻
一
、
三
盆
の
崩
御
に
つ
い
て
一
」
　
（
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
8
　
昭
5
0
・
7
）
は
「
安
元
≧
年
」
の
誤
記
か
と
い
う
。
　
　
右
表
に
示
す
よ
う
に
白
山
騒
動
と
鹿
谷
事
件
と
は
時
期
的
に
重
な
り
あ
う
。
　
両
事
件
の
平
家
物
語
に
お
け
る
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
早
く
梶
原
正
昭
氏
　
　
「
『
平
家
物
語
』
の
一
考
察
1
”
鹿
の
谷
”
と
白
山
事
件
1
」
　
（
早
大
教
育
学
　
部
学
術
研
究
1
0
　
昭
3
6
・
1
1
、
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
『
平
家
物
語
』
所
収
）
　
　
に
詳
細
な
指
摘
が
あ
る
が
、
い
ま
私
な
り
に
両
事
件
を
た
ど
っ
て
み
る
。
宇
河
　
　
に
端
を
発
し
た
白
山
騒
動
は
、
舞
台
を
都
に
移
し
、
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
　
　
よ
っ
て
、
成
親
の
隠
謀
を
も
一
時
中
断
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
山
門
と
院
（
近
　
臣
）
と
の
緊
張
関
係
が
強
ま
れ
ば
、
山
門
に
友
好
的
な
平
氏
も
勅
命
に
よ
り
や
　
　
む
な
く
、
こ
れ
を
鎮
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
成
親
ら
院
近
臣
は
こ
　
　
れ
に
乗
じ
て
二
つ
の
敵
を
一
挙
に
つ
ぶ
す
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
つ
ぶ
さ
れ
た
　
　
の
は
成
親
ら
の
方
で
あ
っ
た
。
行
綱
の
奪
還
は
、
鹿
谷
事
件
の
み
な
ら
ず
白
山
　
騒
動
の
決
着
を
も
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
白
山
騒
動
が
物
語
の
中
で
重
要
な
役
割
を
占
め
る
の
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
　
　
に
都
を
舞
台
と
し
て
鹿
谷
事
件
の
帰
趨
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
か
ら
　
　
で
あ
る
。
師
高
叙
任
、
宇
河
騒
動
は
、
そ
の
前
置
き
と
し
て
必
要
と
さ
れ
た
に
　
　
す
ぎ
な
い
。
闘
謬
録
の
よ
う
に
、
鹿
谷
事
件
の
発
端
を
⑨
師
長
辞
任
に
連
接
せ
　
　
し
め
た
の
で
は
、
成
親
が
様
子
を
窺
っ
て
い
た
期
間
が
安
元
元
年
十
一
月
以
前
　
　
か
ら
治
承
元
（
安
元
三
）
年
五
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
緊
迫
感
を
失
う
。
（
9
）
も
っ
と
も
、
厳
密
に
い
え
ば
四
部
本
は
「
故
京
を
恋
つ
＼
」
と
い
う
の
み
で
　
　
「
月
」
に
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
同
量
は
実
定
が
歌
っ
た
今
様
に
当
る
部
分
、
　
　
影
印
本
で
二
行
空
白
で
あ
る
が
、
こ
の
空
白
が
単
に
表
記
上
の
理
由
に
よ
る
も
　
　
の
な
ら
ば
、
他
諸
本
と
同
じ
く
こ
こ
に
月
の
光
が
歌
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
　
　
る
。
（
1
0
）
　
『
平
家
物
語
研
究
』
　
（
角
川
書
店
　
昭
3
9
・
1
1
）
齪
～
燭
頁
。
（
1
1
）
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
3
2
～
3
3
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
↓
　
　
　
■
⊥
（
1
2
）
　
長
門
本
、
盛
衰
記
も
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
と
歌
を
聴
す
。
し
か
し
、
両
本
は
他
　
　
の
部
分
に
独
自
の
展
開
（
恐
ら
く
は
長
門
本
、
盛
衰
記
の
段
階
で
補
訂
さ
れ
た
　
　
も
の
）
を
み
せ
て
お
り
、
以
下
延
慶
本
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
る
。
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
侍
従
「
今
井
」
（
1
3
）
　
『
小
侍
従
集
』
に
も
以
下
の
詞
書
と
歌
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
う
へ
お
ほ
む
か
せ
の
け
む
つ
か
し
く
お
ぼ
し
め
し
た
る
に
、
さ
ま
さ
ま
　
　
　
　
　
の
も
の
見
ゆ
、
歌
よ
み
た
ら
は
な
を
る
へ
し
と
お
ほ
せ
ご
と
あ
れ
は
　
　
　
　
君
か
代
は
二
万
の
さ
と
人
か
す
そ
ひ
て
た
え
す
そ
な
ふ
る
面
つ
き
物
哉
　
　
　
　
（
書
陵
部
蔵
本
。
　
『
私
家
集
大
成
・
中
世
1
』
所
収
）
　
　
延
慶
本
と
類
似
の
詠
歌
事
情
を
示
す
が
、
こ
ち
ら
は
「
さ
ま
さ
ま
の
も
の
」
に
　
　
対
し
コ
一
万
の
さ
と
人
（
の
御
つ
き
物
）
」
と
詠
む
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
　
　
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
延
慶
本
が
小
侍
従
集
に
直
接
よ
っ
た
と
は
い
え
な
い
　
　
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
な
お
、
冨
倉
氏
は
「
『
四
部
合
戦
状
本
』
の
伝
え
ば
、
こ
う
し
た
（
盛
衰
　
　
記
、
小
侍
従
量
な
ど
の
1
今
井
注
）
伝
え
が
誤
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
も
　
　
思
わ
れ
る
が
、
小
侍
従
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
伝
え
も
あ
り
、
そ
れ
が
記
し
止
　
　
め
ら
れ
た
と
し
た
い
。
」
　
（
『
平
家
物
語
研
究
』
搦
搦
頁
）
と
述
べ
る
が
疑
問
　
　
で
あ
る
。
（
1
4
）
　
『
中
世
説
話
文
学
論
序
説
』
　
（
桜
重
継
　
昭
5
0
・
4
）
2
9
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
因
に
、
覚
一
本
は
「
適
時
御
所
に
て
、
ま
つ
よ
ひ
、
か
へ
る
あ
し
た
、
い
つ
　
　
れ
か
あ
は
れ
は
ま
さ
れ
る
、
と
御
尋
ね
あ
り
け
れ
ば
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
　
　
表
現
を
と
れ
ば
問
題
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
既
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
永
　
　
万
年
間
以
前
に
「
待
宵
」
の
異
名
を
得
て
い
た
と
す
れ
ば
、
下
問
し
た
帝
は
後
　
　
白
河
か
二
条
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
　
『
古
今
著
聞
集
』
に
後
白
河
院
と
の
情
事
　
　
の
臓
悔
諦
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
　
「
御
宇
」
の
問
題
が
残
る
も
の
の
　
　
後
白
河
院
の
可
能
性
が
強
い
。
（
1
5
）
　
渥
美
か
を
る
氏
は
、
屋
代
本
・
四
部
本
に
よ
れ
ば
「
徳
大
寺
は
大
宮
御
所
を
　
　
訪
問
す
る
と
す
ぐ
待
宵
の
小
侍
従
を
呼
び
出
し
て
遊
び
、
今
様
を
う
た
っ
た
の
　
　
で
大
宮
は
じ
め
袖
を
ぬ
ら
し
た
、
と
な
っ
て
、
肝
心
の
大
宮
と
の
対
面
が
な
　
　
く
、
大
宮
は
陰
の
存
在
と
な
っ
て
お
か
し
い
。
」
　
（
『
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
　
　
究
』
〈
三
省
堂
　
昭
3
7
・
3
V
㎜
頁
）
と
指
摘
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
該
話
取
入
　
　
の
初
期
的
段
階
ゆ
え
の
未
消
化
な
状
態
で
あ
る
と
み
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
三
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
十
号
　
　
　
　
か
。
　
　
（
1
6
）
　
「
平
家
物
語
諸
本
の
諸
相
一
巻
一
末
か
ら
巻
二
へ
の
構
造
を
探
る
た
め
に
　
　
　
　
一
」
名
古
屋
大
学
文
学
部
論
集
　
昭
5
5
・
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
五
年
千
月
三
十
一
日
受
理
）
四
〇
